
病院広報 

“心を綴ったノート” “心が奏でる音” 

病院理念 

“市民の心の支えとなる、地域の中核病院に” 

 

１．疾病の予防から在宅医療までの一環した体制 

の確立を目指します。 

１．安心と信頼の地域医療を目指します。 

１．いたわりの心で皆様の健康と命を守ります。 
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 災害医療対策訓練を行いました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月９日、災害医療対策訓練を行いました。今回

の訓練は、珠洲市防災計画に基づき、能登半島の東

方沖で M7.8(震度６強)の地震が発生し、その後津

波が発生するという想定で行われ、医師、看護師、

事務職員ら約１2０人が参加しました。この訓練は、

災害拠点病院としての機能を果たすため、万が一に

備えての患者の受け入れ態勢の確認や、トリアージ

と呼ばれる傷病者の治療優先順位決定技術の習得を

目的に毎年行われています。 

平日の午後三時ごろに津波警報が発令され、津波

の高さが 7.6m、津波到達時間が 18 分前後という

想定で行われました。そのため、来院中の患者さん

を 2 階へ避難させる訓練も行いました。その後、地

震や津波による被害者の受入訓練を行い、各部門の

トリアージに対する基本的な行動を確認しました。

 

珠洲市総合病院来院中に地震による津波警報が

発令された場合のポイント 

① 津波警報が発令されたら外に出ない。 

② 職員の指示に従い、落ち着いて 2 階へ避難す

る。(自力での歩行が困難な方は職員が対応し

ます。) ※地震発生時、エレベーターは利用

できません。 

③ 津波警報が解除されても余震の恐れがあるの

で、行動する際には十分気をつける。 

この訓練では、それぞれの専門分野に専念できる

環境づくりを目指すとともに、各部門の対応行動を

互いに理解することで、災害拠点病院としての災害

対応能力の向上を目指しています。参加した職員は

真剣な表情で取り組み、訓練後は院長はじめ参加し

た職員全員での反省会を行い、災害時における各々

の行動や改善点を確認しました。参加した職員から

は「津波が来るという想定での訓練ができてとても

有意義だった。日ごろの業務においても、慌てるこ

となく自分が何をすべきかということを心がけてい

きたい。」、「スムーズにいかなかった点もあったけ

ど、この反省点を活かし万一のときに役立てていき

たい。」と、様々な感想を話していました。 

当院では、このような訓練を通して患者さんや地

域の方々にさらなる安心を提供していきます。 
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災害支援活動に参加しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

東日本大震災義援金のご報告  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の派遣に参加した吉田医長は「初めての派遣

でしたが、地元の医療機関にて医療ニーズは補えて

きているように思いました。診療所では 30 人前後

の患者さんの診療にあたりましたが、慢性疾患の患

者さんが大半でした。現地の医師とも話をしました

が、今後は被災地域の医療環境の再構築が必要との

ことでした。また、現地の方からは、現地に届く支

援物資が少なくなってきていると聞き、一過性の支

援ではなく継続的な支援が必要であると思いまし

た。今回の派遣はとても良い経験になりました。」

と、また前回の派遣にも参加した桜井主事は「前回

の派遣を経験したことで、今回は少し余裕を持って

行動することができました。引き継ぎや情報の集約

もスムーズに行うことができ、円滑に業務を遂行で

きたと思います。この経験をこれからの業務に活か

したいと思います。」とそれぞれ感想を話しました。

震災の被害にあわれた方々のご冥福と、一日も早い

復興を心よりお祈り申し上げます。 

当院では東日本大震災に被災された方々を支援す

るために、１階総合案内前に募金箱を設置しており

ます。３月１７日に設置してから７月 7 日までに、

皆様からこの募金箱に199,786円をお預かりする

ことができました。ご協力いただきました皆様に心

よりお礼申し上げます。なお、この義援金は珠洲市

役所を通じて被災された方々へ送金されます。 

一日も早い被災地の復興を心よりお祈り申し上げ

ますとともに、今後とも皆様のご協力をよろしくお

願いいたします。 

東日本大震災による被災地域への医療救護活動と

して、当院の救護班が派遣されました。当院から救

護班が派遣されるのは今回で 2 回目です。医療救護

班として吉田尚弘医長、大屋薬局長、鍛治看護師、

桜井主事の 4 名が宮城県石巻市に派遣されました。

今回の活動は 6 月 30 日から 7 月 4 日までで、

石巻市内の診療所や避難所で医療活動を行いまし

た。 
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 認知症ネットワーク推進についての検討会を行いました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院初診時にはお薬の情報を教えてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この現状を踏まえて、認知症の患者さんを支援で

きるような連携組織として「珠洲内浦地域連携協議

会」を当検討会から発足することとなりました。各

医療機関の先生方からは、「緊急時における連絡先が

できて助かる。」「またこういった機会を設けてもら

いたい。」など、今後も地域における緊密な連携が必

要との意見が多い様子でした。 

こうした取り組みは珠洲と内浦だけではなく、能

登地区でも「能登地域認知症診療ネットワーク推進

連絡協議会」が発足しており、広く支援できる環境

が整えられてきています。珠洲市総合病院もその一

端を担い、地域一体となった医療に取り組むことで、

更に充実した医療体制を目指します。 

６月 23 日に認知症ネットワーク推進についての

検討会を行いました。当検討会では公立能登総合病

院医師であり、当院の精神科医でもある西村医師が

講演した後、認知症の患者さんを支援できる体制作

りについて話し合われました。 

現在の珠洲市は、人口の 40％である約 6,800 人

が高齢者に該当し、そのうち約 1,000 人が認知症

の患者さんだと考えられています。奥能登地区は全

国的に見て高齢者割合が高いですが、認知症に特化

した精神科病院や施設がありません。こうした状況

から、珠洲内浦地域では、常に認知症の患者さんの

対応が出来るように、個人医院と精神科のある当院、

そして深夜などの緊急時に対応が出来る専門病院の

連携が以前から求められています。 

当院を含め各病院や薬局では、お薬の情報が書か

れた紙（薬剤情報提供書）をお渡ししています。 

患者さんにとって、薬剤情報提供書は効能や禁止

事項が把握できるため、非常に大切です。また、医

師にとっては普段どのようなお薬を飲んでいるか確

認でき、患者さんそれぞれに合った最適なお薬をス

ムーズに処方することができるので、診察の際には

とても有効です。そのため、当院初診時に他の医療

機関や施設でお薬をもらっている方は、薬剤情報提

供書やお薬の名前を記したメモを持参していただ

くようお願いを申し上げます。 

大変お手数ですが、よりよい治療のためにご協力

をお願いします。 

見 本 
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ふれあい看護体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 看護学生のための就職情報交換会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月１２日、当院において「ふれあい看護体験」

が行われ、飯田高校の生徒１２名が参加しました。

参加した高校生たちは追分院長から辞令を受け取

り、看護師長から看護師の仕事について説明を受け

た後、シーツ交換や食事の介助、赤ちゃんの沐浴の

見学などを行いました。参加した生徒は、｢普段体験

できないことができて、とても良かった。｣｢入浴や

食事の介護は大変。でも、看護師ってカッコイイ!!｣

と感想を話していました。 

慣れない看護師の仕事にとまどいながらも、一生

懸命患者さんに接する高校生たちの姿に、患者さん

たちの心も安らいだのではないでしょうか? 

今回参加した高校生のみなさんが立派な看護師に

なって、将来珠洲市総合病院で共に働けることを楽

しみにしています!! 

6 月 18 日、地場産業振興センターにおいて、看

護学生のための就職情報交換会が行われました。今

年も当院は地域住民の心身の健康を目指し、安心と

信頼を提供する病院であることをアピールしてきま

した。 

当院のブースでは珠洲市出身の学生だけでなく、

輪島市や能登町出身の学生など、多くの学生が立ち

寄りました。 

食事の介護って大変だけど喜んでもらえると嬉しい！ 

かわいい～けど、ずっと抱くのはこわいです･･･ 

当院の看護師からの説明を受けた後、学生たちは、

「珠洲市総合病院では、看護師に対してどのような教

育支援プログラムを行っていますか？」「珠洲市総合病

院には、看護師さんは何名くらいいらっしゃいます

か?」など、熱心に看護師に質問していました。 

学生の皆さん、就職はぜひ珠洲市総合病院でお願い

します（＾▽＾） 

たくさんの学生で

賑わっています 

熱心に説明を

受ける学生 

当院のブースに

も大勢の学生が

立ち寄りました

説明にも熱が

入ります 
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小児科

午前 受付時間　7：30～11：30 診療時間　9：00～12：30 （月）三種混合　15：00～15：30

月 火 水 木 金 （火）慢性疾患　14：00～16：00

1　診 波佐谷 追　分 波佐谷 循環器 波佐谷 （水）健康診断　14：00～

2　診 追　分 廣　谷 南 追　分 吉田(昌) 　　　予防接種　15：00～

3　診 廣　谷 吉田(尚) 追　分 吉田(昌) 南

坂　本 庄　司 坂　本 正　司 庄　司 産婦人科

小 田ほか  (月)(火)(木)(金)産後2週間健診　14：00～

（水）産後1ヶ月健診　13：30～

星　田

その他

（水）糖尿病予防教室　14：00～15：00

田中/長谷川 （月）～（金）医療相談

※救急患者は、表示時間に関係なく

越　後 永　岡 尾高
診療開始 10:00～

　診療いたします。

小　坂 西　村

　※表示日程は都合により、一部変更に

午後 受付時間　12：00～16：00 診療時間　14：00～17：00 　なる場合があります。

月 火 水 木 金

1　診 佐々木 吉田(昌) 佐々木 南 循環器
（ 第２・ ４週）予 約 　※午後の初診の方は、できるだけ15:00

３　診 廣　谷 　　までに受付をお願いします。

正　司 　

三種混合 慢性疾患 健診･予防接種

桝　田 桝　田
馬渡･山田(隔

週)
馬　渡
受付  15 ：00 まで

産後2週間健診 産後2週間健診 産後1ヶ月健診 産後2週間健診 産後2週間健診

外来診療日程 平成23年7月1日現在

佐々木

診療科

内　科

外 科

呼吸器 外科

小 児 科 山　口（由）

耳鼻咽 喉科 桝　田

整 形 外 科 伊　藤・下　﨑

産 婦 人 科 山　城

脳神経 外科 浜　田 浜　田

泌 尿 器 科
月曜日診療（月曜日が休日の場合、火曜日診療）

栗林/大筆/飯島/中嶋

健 診 室

眼 科

精 神 科

診療科

内　科

産 婦 人 科

小 児 科

皮 膚 科

耳鼻咽 喉科

外 科

外来受診手順 

 

 

編集後記 

 震災の影響で節電が叫ばれており、院内でも各所で蛍光灯

を抜くなどの節電対策をしています。日本中が例年以上に暑

く感じる夏になりそうですが、こまめに水分補給をしながら、

この夏を乗り切りましょう！！          茶☆豆 

病院広報  発行：珠洲市総合病院 広報委員会   ご意見等がございましたら下記まで連絡お願いします。 

はぁとのおと   石川県珠洲市野々江町ユ部１番地１      Tel（0768）82-1181  Fax（0768）82-1191 

      http://www.city.suzu.ishikawa.jp/suzuhp/  E-Mail：byouin@city.suzu.ishikawa.jp 
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案内図

Ⅰ．受付 

初診 総合案内で診察申込書を記入し、保険証と一

緒に提出してください。カルテと診察券をお

渡ししますので、診療科窓口に保険証と一緒

に提出してください。 

再診 直接、診療科窓口の受付箱（診察または薬）

に診察券を提出してください。 

Ⅱ．診察・検査 

診察・検査を受けられる場合は、手荷物等の貴重品

は必ず持ってお入りください。 

 全ての治療が終わりましたら、診療科窓口より診察

券を受け取り、会計窓口へお持ちください。 

Ⅲ．料金支払い・薬の受け取り 

会計窓口に診察券をお出しください。診察券を出さ

れた順にお呼びします。薬のある方は、『薬の引換券』

をお渡ししますので、薬局で薬をお受け取りくださ

い。お薬の番号は、薬局ＴＶ画面にて案内しており

ます。 

保険証に変更があったときはす

ぐに申し出てください。 

又、月に一度は受診科に保険証

を提出してください。 


